
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
（
箱
根
駅
伝
）
が
、
令
和
7
年
１
月
２
、
３
日
に
開

催
さ
れ
る
。
国
学
院
大
学
陸
上
競
技
部
は
今
年
10
月
の
出
雲
駅
伝
で
5
年
ぶ
り
２
度
目
の

優
勝
、
11
月
の
全
日
本
大
学
駅
伝
で
初
優
勝
を
飾
り
、
大
学
三
大
駅
伝
２
冠
を
達
成
。
箱

根
駅
伝
総
合
優
勝
の
悲
願
を
成
し
遂
げ
、
史
上
６
校
目
の
大
学
三
大
駅
伝
3
冠
達
成
を
目

指
す
。
前
回
大
会
で
総
合
5
位
と
6
年
連
続
で
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
、
今
回
が
9
年
連
続

18
回
目
の
出
場
と
な
る
同
部
は
、
今
期
「
歴
史
を
変
え
る
挑
戦 

E
P.

3
」
と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
箱
根
駅
伝
総
合
優
勝
を
目
標
に
活
動
し
て
き
た
。
こ
の
「
歴
史
を
変
え

る
挑
戦
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
初
め
て
箱
根
駅
伝
の
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
た
年
と
、

箱
根
駅
伝
で
初
の
表
彰
台
・
総
合
３
位
と
な
っ
た
年
に
も
掲
げ
て
い
た
も
の
で
、
い
ず
れ

も
同
部
の
歴
史
的
快
挙
を
象
徴
す
る
も
の
。
同
部
の
本
気
さ
が
う
か
が
え
る
。

12
月
13
日
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
壮
行
会
が
行
わ
れ
、学
生
や
教
職
員
、同
部
フ
ァ
ン
、

報
道
関
係
の
方
な
ど
5
0
0
人
以
上
が
詰
め
か
け
た
。
壮
行
会
で
は
、
佐
栁
正
三
理
事
長

令
和
6
年
元
日
、
和
や
か
な
正
月
を
過
ご
そ
う

と
す
る
能
登
半
島
を
震
度
7
の
揺
れ
が
襲
い
、
津

波
が
押
し
寄
せ
た
。
平
成
19（
2
0
0
7
）年
の
能

登
半
島
地
震
か
ら
17
年
後
で
あ
る
。
9
月
に
は
奥

能
登
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
。
10
月
下
旬
に
真
夏

日
を
記
録
す
る
な
ど
酷
暑
が
続
き
、
ま
た
各
地
で

は
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
相
次
い
だ
▼
1
月
2
日
に

は
羽
田
空
港
で
日
本
航
空
と
海
上
保
安
庁
の
飛
行

機
が
衝
突
、
炎
上
す
る
痛
ま
し
い
事
故
が
起
こ
っ

た
。
ま
た
某
製
薬
会
社
の
健
康
被
害
も
忘
れ
ら
れ

な
い
。
か
よ
う
に
本
年
は
災
害
に
さ
い
な
ま
れ

た
年
で
あ
っ
た
▼
大
い
な
る　

ま
が
の
い
た
み

に　
耐
へ
て
生
く
る　
人
の
言
葉
に　
心
打
た
る

る　
／　
笑
み
交か

は
し　
や
が
て
涙
の
わ
き
い
づ

る　
復
興
な
り
し　
街
を
行
き
つ
つ
▼
先
の
一
首

は
、
上
皇
陛
下
が
東
日
本
大
震
災
に
際
し
「
大
き

な
災
難
の
中
に
あ
っ
て
も
自
ら
を
励
ま
し
つ
つ
、

希
望
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
の
日
々
を
生
き
て
い
こ

う
と
す
る
人
々
の
言
葉
に
、
心
打
た
れ
た
」
こ
と

を
、も
う
一
首
は
、上
皇
后
陛
下
が
阪
神
大
震
災
か

ら
10
年
の
節
目
に
際
し
「
街
を
行
く
人
々
と
笑
み

を
交
わ
し
、
復
興
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
乗
り
越
え
て
き
た
苦
労
を

思
い
涙
ぐ
ん
だ
」
こ
と
を
詠
ま
れ
た
▼
あ
ま
た
到

来
す
る
災
害
、
人
生
が
予
期
せ
ぬ
方
向
に
進
ん
だ

方
も
多
か
ろ
う
。人
生
は
禍か

福ふ
く

糾き
ゅ
う

纆ぼ
く

と
い
う
が
、

人
々
に
と
っ
て
大
き
な
災
い
が
続
く
。
被
災
に
よ

る
心
身
の
傷
跡
が
癒
え
る
に
は
時
間
が
か
か
る
か

も
し
れ
な
い
が
、両
陛
下
の
歌
の
如
く
、心
安
ら
ぎ

笑
顔
で
過
ご
せ
る
日
々
が
戻
り
、
未
来
輝
く
生
活

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
。
今
年
の
ご
愛

読
に
感
謝
し
て
、新
年
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
つ
つ
。

4
・
5
面
に
関
連
記
事

は
る
か
す
も
の

み

法学部・坂本一登教授法学部・坂本一登教授

明
治
期
を
中
心
と
し
た
日
本
近
代
史
を
専
門
と
す
る
坂

本
一
登
・
法
学
部
教
授
が
、
そ
の
研
究
分
野
へ
と
深
入
り

し
て
い
っ
た
の
に
は
、
ど
ん
な
背
景
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

歴
史
を
巡
る
大
き
な
文
脈
と
、
ま
だ
自
身
を
何
者
と
も
思

え
て
い
な
か
っ
た
若
き
日
の
逡

し
ゅ
ん

巡じ
ゅ
ん。
そ
の
双
方
の
視
点
か

ら
、
明
治
期
の
政
治
史
へ
と
着
地
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を

語
っ
て
も
ら
っ
た
。
明
治
の
政
治
史
は
味
気
な
い
？
　
と

ん
で
も
な
い
。
実
際
は
、
こ
ん
な
に
も
人
間
臭
く
、
生
々

し
く
、
面
白
い
。
政
治
的
な
混こ

ん

沌と
ん

か
ら
近
代
国
家
を
生
み

出
そ
う
と
奮
闘
し
た
政
治
家
や
官
僚
た
ち
の
葛
藤
。
そ
し

て
そ
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
新
た
な
政
治
構
造
や
ド
ラ
マ
を

坂
本
教
授
は
魅
力
的
な
文
体
で
描
き
出
し
て
き
た
。
歴
史

を
巡
る
巨
視
的
な
議
論
と
、
迷
い
つ
つ
歩
み
を
進
め
て
き

た
自
身
の
人
生
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

―近代国家形成の軌跡―日本近代史
を探求する理由

研

聞
者究
に

く

陸上競技部 箱根駅伝壮行会
“歴史を変える挑戦 EP.3”で初の総合優勝目指す

K:

D
N
A
Ⅰ
面
に
関
連
記
事

と
針
本
正
行
学
長
か
ら
激
励
の
言

葉
が
送
ら
れ
、
針
本
学
長
＝
写
真

右
＝
か
ら
平
林
清
澄
主
将
（
経
営

４
＝
同
左
）
に
た
す
き
が
授
与
さ

れ
た
。
前
田
康
弘
監
督
が
「
平
林

主
将
を
中
心
に
チ
ー
ム
力
・
団
結

力
が
高
く
、
メ
ン
バ
ー
同
士
が
認

め
合
い
・
敬
い
合
う
こ
と
が
で
き

て
い
る
。
総
合
優
勝
が
有
言
実
行

で
き
る
よ
う
に
選
手
た
ち
と
と
も

に
戦
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
平
林

主
将
が「『
歴
史
を
変
え
る
挑
戦
』

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
総
合
優

勝
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

［発行］国学院大学　［編集］総合企画部広報課　〒150-8440 東京都渋谷区東四丁目10-28　［電話］03（5466）0130　［FAX］03(5466)0528
定期号（毎月20日発行）　1部20円

祭　儀 ■ 大祓　12月24日（火）　午後4時　祭式教室　　■ 歳旦祭　1月1日（水・祝）　午前11時　仮殿

主な内容

K：DNA最終面から

２面／第5回「観光まちづくりフォーラム」開催 地域がつながり、次世代につなげる「観光まちづくり」とは　３面／元寇から750年 特別展「海底に眠るモンゴル襲来」を開催
４・５面／奥深き明治期の政治史に迫る　６・７面／全国から応募総数1万5862点 高校生コンテスト入賞作品決定

Ⅰ面／箱根駅伝 エントリー選手発表

「
流
離
」

と
も
し
火
の
消
え
ゆ
く
如
し
―
。

今
日
ひ
と
日

　

た
の
し
み
聽
き
し

　
　

淸
き
こ
と
ば
も

�

『
倭
を
ぐ
な
』

釈　

迢
空

令和6年12月20日㈮
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今
年
11
月
『
國
學
院
雑
誌
』
は
「
創

刊
一
三
〇
年
記
念
特
集　
伝
承
文
化
研

究
の
現
在
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
針
本

正
行
学
長
に
よ
る
巻
頭
言
に
続
き
、
16

本
の
論
考
が
掲
載
さ
れ
た
。
近
年
の

『
國
學
院
雑
誌
』は
毎
年
11
月
号
を
特
集

号
と
し
て
お
り
、
各
研
究
分
野
に
お
け

る
現
在
の
課
題
と
研
究
成
果
と
を
提
示

し
、
未
来
の
研
究
の
在
り
方
ま
で
も
問

い
か
け
て
い
る
。

『
國
學
院
雑
誌
』
に
お
け
る
特
集
は
、

第
12
巻
6
号
「
本
居
春
庭
翁
紀
念
号
」

（
明
治
39
〈
1
9
0
6
〉
年
1
月
）
を
最

初
と
す
る
。
当
該
年
は
春
庭
の
『
詞
の

八
衢
』
の
完
成
か
ら
1
0
0
年
に
あ
た

り
、
東
京
帝
国
大
学
内
の
言
語
学
会
で

開
催
さ
れ
た
講
演
筆
記
と
論
考
12
編
が

掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
『
國
學
院

雑
誌
』
の
特
集
は
、
国
学
者
の
事
蹟
顕

彰
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
続
く
特
集
号

は
第
14
巻
1
号「
朝
鮮
号
」（
明
治
41
年

1
月
）、第
21
巻
1
月
号
「
御
大
礼
号
」

（
大
正
4
〈
1
9
1
5
〉
年
9
月
）、
第

24
巻
11
月
号
「
賀
茂
真
淵
翁
百
五
十
年

祭
記
念
号
」（
大
正
7
年
11
月
）
と
、

不
定
期
な
が
ら
、
時
制
に
即
し
た
特
集

が
組
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
歴
史

的
出
来
事
や
作
品
成
立
の
節
目
に
合
わ

せ
た
特
集
も
多
い
。
特
集
に
よ
っ
て
は

連
続
号
と
な
る
場
合
も
あ
り
、
昭
和
6

〈
1
9
3
1
〉
年

に
は
、仮
名
遣
改

訂
問
題
に
つ
い

て
第
37
巻
9
・

10
・
11
・
12
号

と
全
4
号
に
わ

た
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。こ
の
ほ

か
、昭
和
15
年
11

月
「
創
立
五
十

周
年
記
念
特
輯

神
道
文
学
研
究

号
」（
第
46
巻
11

号
）、
昭
和
26
年
10
月
「
大
学
院
開
設

記
念
号
」（
第
52
巻
1
号
）
な
ど
の
よ

う
に
、
大
学
の
周
年
と
重
ね
て
の
特
集

も
あ
る
。
大
学
関
連
と
し
て
は
、
昭
和

29
年
5
月
「
折
口
信
夫
博
士
追
悼
号
」

（
第
55
巻
1
号
）
以
降
、本
学
関
係
者
の

長
寿
を
祝
し
た
特
集
号
や
追
悼
特
集
も

散
見
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
本
学
関
連
と

し
て
は
、
文
部
省
の
科
研
に
採
択
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
「
熊
野
学
術
調
査
特
集

号
」（
第
64
号
2
・
3
号
）、「
続
熊
野
学

術
調
査
特
集
号
」（
第
65
巻
10
・
11
号
）

な
ど
も
あ
る
。

現
在
の
よ
う
に
、
11
月
号
を
特
集
号

と
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
39

年
11
月
「
折
口
信
夫
博
士
十
五
年
祭
・

武
田
祐
吉
博
士
十
年
祭
記
念
特
輯
号
」

の
よ
う
で
あ
る
。
と
き
の
佐
藤
謙
三
編

集
委
員
長
は
編
集
後
記
で
「
こ
の
特
集

を
計
画
し
た
わ
た
く
し
ど
も
の
願
い
の

一
つ
は
、若
い
学
問
好
き
の
人
た
ち
が
、

こ
れ
を
足
場
に
し
て
両
先
生
の
業
績
を

よ
り
よ
く
知
り
、
よ
り
深
く
進
め
て
い

く
こ
と
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
年
祭
や
追
悼
号
も
国
学
者
顕
彰

の
延
長
線
上
に
あ
り
、
次
世
代
の
研
究

を
志
向
さ
せ
る
た
め
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
以
降
、
追
悼
や
別
途
特
集
が
組

ま
れ
年
間
に
複
数
回
と
な
る
こ
と
も
あ

る
が
、
基
本
的
に
は
11
月
号
を
も
っ
て

特
集
号
と
し
て
い
る
。
今
後
も
多
様
な

テ
ー
マ
の
も
と
に
、
未
来
を
志
向
す
る

特
集
が
組
ま
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

�

研
究
開
発
推
進
機
構
准
教
授 

渡
邉
卓

公開学術講演会
災害時の神社の役割を考察

11月30日、国学院大学研究開発推進機構が主催
する公開学術講演会が渋谷キャンパスで開催さ
れ、学生、神社関係者、そして一般の方など約110
人が参加した。
今回は「現代社会と自然災害における神社」を
テーマに、大阪大学大学院教授の稲場圭信氏＝写
真＝を招き開催。稲場氏は、神社が地域社会のソ
ーシャル・キャピタルとして機能し、能登半島地
震や東日本大震災で避難所や支援拠点として活用
された事例を報告。宗教者による支援は、災害発
生当初における行政の支援の届きにくさを補うと
重要性を強調。また有事に効果的な支援を行うた
めには、平時からの地域交流や神社・神職・氏子
の結び付きの強化が不可欠であると語られた。

小池寿子氏に名誉教授の称号授与
国学院大学は、9月30日をもっ
て退職した小池寿子氏（元文学部教
授＝写真）に対して、10月1日付で
名誉教授の称号を贈ることを決定
した。

中根正人氏に博士の学位授与
国学院大学は中根正人氏（筑波技術大学職員＝

写真）に博士（歴史学）の学位を授
与することを決定した。12月4日、
渋谷キャンパスで針本正行学長か
ら学位記が贈られた。
中根氏の学位論文は『常陸大掾氏
と中世後期の東国』。主査は矢部健
太郎文学部教授、副査は佐々木倫朗・大正大学教
授、堀越祐一・国学院大学北海道短期大学部教授。

新富士病院グループ本部と
包括連携協定を締結

学校法人国学院大学（理事長：佐栁正三＝写真
右）と一般社団法人新富士病院グループ本部（代
表理事：中島一彦＝同左）は11月19日、学校法人
全体の危機管理や地域の課題解決、人材育成等を
図り、相互の発展に寄与することを目的とした包
括的・継続的な連携に関する協定を締結した。
今後は、医療分野を中心にさまざまな事業で協
力・連携を進める予定。

第7回オール国学院
親睦ソフトボール大会を開催

11月17日、第7回オール国学院親睦ソフトボー
ル大会がたまプラーザキャンパスで開催された。
快晴の下、学校法人国学院大学の設置校および学
校法人国学院大学栃木学園の役教職員からなる7
チームが参加し、熱戦を繰り広げた。
開会式では、佐栁正三理事長が「少子化という
厳しい環境を乗り切るため、この大会を通じて各
教育機関が相互に連携を深めてほしい」とあいさ
つ＝写真。佐栁理事長による始球式の後、大会は
開幕した。選手たちは親交を深めながら合計10試
合を戦い抜き、法人チーム（学校法人国学院大学
役教職員他で構成）が優勝を飾った。

国
学
院
大
学
観
光
ま
ち
づ
く
り
学

部
は
11
月
６
日
、
第
５
回
「
観
光
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
～
持
続
可
能

な
地
域
の
実
現
に
向
け
て
～
」
を
渋

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
た
。
会
場

に
は
自
治
体
関
係
者
ら
約
1
6
0
人

が
集
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
視
聴

者
も
含
め
、「
観
光
と
交
流
」
を
軸
と

し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
践

に
耳
を
傾
け
た
。

第
１
部
で
は
針
本
正
行
学
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
来
賓
の
（
特
非
）
全

国
町
並
み
保
存
連
盟
事
務
局
長
の
山

本
玲
子
氏
が
登
壇
し
、「
歴
史
的
町
並

み
の
保
存
活
動
に
は
多
様
な
人
材
が

必
要
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
の
卒

業
生
に
大
い
に
期
待
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
。
続
い
て
西
村
幸
夫
・
同
学

部
長
（
教
授
）
は
、
１
年
次
か
ら
学

生
が
現
場
に
出
て
地
域
課
題
に
取
り

組
む
と
い
っ
た
同
学
部
の
特
長
や
近

況
を
紹
介
し
た
。

第
２
部
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
三
つ
の
地
域
の
実
践
者
を
招

き
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。平

成
27（
2
0
1
5
）年
に「
隠
岐
ユ
ネ

ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認
定
さ

れ
た
島
根
県
隠
岐
諸
島
の
海
士
町
で

島
の
ホ
テ
ル
を
経
営
す
る
（
株
）
海

士
代
表
取
締
役
の
青
山
敦
士
氏
は
、

古
い
国
民
宿
舎
を
〝
泊
ま
れ
る
ジ
オ

パ
ー
ク
〟
の
拠
点
施
設
と
し
て
再
付

加
価
値
化
し
た
経
緯
を
説
明
。「
ス
タ

ッ
フ
65
人
の
う
ち
24
人
が
移
住
者
。

人
材
の
流
動
性
を
ど
う
作
っ
て
い
く

の
か
が
課
題
」
と
述
べ
た
。

長
野
県
小
諸
市
に
あ
る（
特
非
）こ

も
ろ
の
杜
の
理
事
長
で
、
ま
ち
づ
く

り
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
荻
原
礼
子
氏
は
、

古
い
商
家
の
建
物
再
生
や
住
民
主
体

の
公
園
づ
く
り
と
い
っ
た
取
り
組
み

を
紹
介
。「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で

住
民
の
心
の
奥
に
眠
っ
て
い
た
ま
ち

の
〝
自
慢
〟
が
次
々
に
引
き
出
さ
れ

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

青
森
県
八
戸
市
の
（
有
）
髙
森
畳

工
店
の
取
締
役
・
髙
森
え
り
か
氏
は

八
戸
市
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
「
八
戸
せ
ん

べ
い
汁
」
と
漁
港
朝
市
の
ゆ
る
キ
ャ

ラ
「
イ
カ
ド
ン
」
を
通
じ
た
地
元
Ｐ

Ｒ
活
動
に
つ
い
て
語
り
「
個
人
や
小

さ
な
団
体
の
活
動
が
地
元
の
人
々
の

心
を
動
か
し
、
郷
土
愛
に
革
命
を
も

た
ら
し
た
」
と
そ
の
成
果
を
強
調
し

た
。次

に
司
会
の
西
村
学
部
長
や
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務

め
た
小
森
谷
咲
希
さ
ん
（
観
ま
ち

３
）、古
川
楽
人
さ
ん
（
同
２
）
の
質

問
に
答
え
る
形
で
事
例
を
紹
介
し
た

３
人
と
討
議
を
行
っ
た
。
外
部
と
の

人
的
交
流
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
地
域

の
中
に
交
流
が
生
ま
れ
、
市
民
主
体

の
活
動
に
冷
や
や
か
だ
っ
た
役
所
側

が
次
第
に
理
解
者
に
な
っ
て
い
っ
た

実
例
な
ど
が
語
ら
れ
た
。
一
方
、
担

い
手
育
成
や
世
代
間
の
活
動
継
承
が

課
題
に
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
共
感
し

て
う
な
ず
く
参
加
者
の
姿
も
見
ら
れ

た
。

第5回「観光まちづくりフォーラム」開催

第
　
　
　回
65

『
國
學
院
雑
誌
』の
特
集
号

『
國
學
院
雑
誌
』
第
12
巻
6
号
「
本
居
春
庭
翁
紀
念
号
」

地域がつながり、次世代につなげる「観光まちづくり」とは
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令和6年度文化講演会
師弟監督が駅伝を語る

令和6年度文化講演会「国学院×皇学館 『駅伝師
弟監督』対談」が11月24日に渋谷キャンパスで開
催され、約200人が参加した。

前田康弘・国学院大学陸上競技部監督＝写真左
から2人目＝と、その教え子で現在は皇學館大学
駅伝競走部監督を務める寺田夏生氏（平25卒・
122期健体＝同左から3人目）が登壇。講演では、
選手との関わり方やチーム作りの重要性、スカウ
トの苦労など、多岐にわたる話題が2人の監督よ
り語られた。最後に、前田監督は箱根駅伝、寺田
監督は来年の全日本大学駅伝への抱負を語り、会
場は参加者からの盛大な応援の拍手に包まれた。

令和6年度渋谷区民大学講座
変わりゆく日本語を解析

令和6年度渋谷区民大学講座「いま変わりつつ
ある日本語―『ら抜き』『させていただく』などを
解析する―」が11月23日に渋谷キャンパスで開催
され、約90人が参加した。

この講座は渋谷区と国学院大学が結ぶ「Shibuya 
Social Action Partner（S-SAP）協定」に基づき、
生涯学習支援の一環として実施している。

講師の菊地康人・文学部教授(特別専任) は、日
本語が絶えず変化している現状に触れ、「ら抜き」
言葉の仕組みや謙譲語の正しい使用方法などにつ
いて日本語学の視点から解説した。

「史学入門Ⅱ」特別授業 一関市民との
交流イベントを実施

11月30日、文学部史学科基幹科目「史学入門
Ⅱ」の特別授業として、岩手県一関市民との交流
イベントが渋谷キャンパスで開催された。このイ
ベントは、歴史地理学教室の吉田敏弘・文学部教
授が長年行っている地域調査・交流事業の成果を
学生に伝える目的で実施された。第1部では、一
関市本寺地区神楽保存会による伝統的神楽「鶏舞」
が実演された＝写真。第2部では、骨寺村小区画
水田保存会による餅つき体験や餅・おにぎりの試
食会を実施。第3部では、一関市の語り部や保存
会の方々が、受講生に地域文化や中山間地域の課
題について語った。

第3回法学会講演会
弁護士が実務で使う法律を学ぶ

第3回法学会講演会「弁護士に聞く〜実際に使
った、あの法律〜」が11月28日に渋谷キャンパス
で開催され、約40人の学生が参加した。今回は、
講師として新宿清水法律事務所の森中晃一氏＝写
真右＝と弁護士法人丸の内ソレイユ法律事務所の
平野可菜氏＝同左＝の2人の弁護士が登壇。民法
などの法律の条文が不動産取引や不貞行為慰謝料
請求といった具体的な事例でどのように解釈・適
用されるのか解説した。

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
（
元
）
が
日
本
侵

攻
を
図
っ
た
文
永
の
役
か
ら
今
年
で

7
5
0
年
と
な
り
、
国
学
院
大
学
博

物
館
は
９
月
21
日
か
ら
11
月
24
日

ま
で
特
別
展
「
文
永
の
役
7
5
0

年 

p
a
r
t
・
１ 

海
底
に
眠
る
モ

ン
ゴ
ル
襲
来
―
水
中
考
古
学
の
世
界

―
」
を
開
催
し
た
。
海
底
遺
跡
か
ら

発
掘
さ
れ
た
「
元
寇
」
の
証
拠
を
一

目
見
よ
う
と
多
く
の
歴
史
フ
ァ
ン
が

足
を
運
ん
だ
。

長
崎
・
佐
賀
県
境
の
伊
万
里
湾

は
、
２
度
目
の
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
（
弘

安
の
役
）
で
元
軍
の
船
が
暴
風
雨
で

壊
滅
し
た
海
と
し
て
知
ら
れ
る
。
同

湾
内
の
鷹
島
海
底
遺
跡
（
長
崎
県
松

浦
市
）
で
は
1
9
8
0
年
代
か
ら
水

中
考
古
学
的
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
平
成
23
（
2
0
1
1
）
年

と
26
年
に
池
田
榮
史
・
研
究
開
発
推

進
機
構
教
授
の
研
究
チ
ー
ム
が
２
隻

の
軍
船
を
発
見
し
た
。

特
別
展
で
は
、見
つ
か

っ
た
鷹
島
１
号
・
２
号

沈
没
船
を
復
元
し
た
模

型
の
ほ
か
、
鎌
倉
時
代

の『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』に

「
て
つ
は
う
」
＝
写
真
左

下
＝
と
し
て
描
か
れ
た

炸
裂
弾
や
、パ
ス
パ
文
字

（
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
で
用
い

ら
れ
た
文
字
）で「
管
軍

総
把
印
」と
刻
ま
れ
た
銅

印
な
ど
、鷹
島
海
底
遺
跡

か
ら
の
出
土
遺
物
が
展

示
さ
れ
た
。
ま
た
、
水
中
考
古
学
の

最
新
技
術
も
紹
介
さ
れ
た
。

関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
10
月
13
日

に
池
田
教
授
に
よ
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ト
ー
ク
」
が
博
物
館
内
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
た
。
池
田
教
授
は
元
軍
船
の

い
か
り
の
向
き
か
ら
、
船
は
強
い
南

風
に
あ
お
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
な

ど
と
解
説
。
さ
ら
に
同
11
日
に
松
浦

市
教
育
委
員
会
が
３
隻
目
の
沈
没
船

確
認
を
発
表
し
た
こ
と
に
触
れ
、「
船

が
埋
ま
っ
て
い
そ
う
な
箇
所
は
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
済
み
。
沈
没
船
発
見
数
を

２
桁
ま
で
伸
ば
し
た
い
」
と
今
後
の

調
査
へ
の
意
欲
を
示
し
た
。

11
月
９
日
に
は
モ
ン
ゴ
ル
の
研
究

者
５
人
を
招
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
モ
ン
ゴ
ル
人
研
究
者
か
ら
見
た
モ

ン
ゴ
ル
襲
来
」
が
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
た
＝
同
上
。
モ
ン
ゴ
ル
国

立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
考
古
学
研
究
所

中
世
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
研
究
室
長
の
ソ

ソ
ル
バ
ラ
ム
・
フ
レ
ル
ス
ヘ
氏
は
鷹

島
海
底
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
か
ぶ
と

な
ど
が
、
元
時
代
の
モ
ン
ゴ
ル
の
武

具
と
非
常
に
似
て
い
る
と
指
摘
。
モ

ン
ゴ
ル
国
立
大
学
人
類
学
・
考
古
学

部
長
の
ウ
ラ
ン
バ
ヤ
ル
・
エ
ル
デ
ネ

バ
ト
氏
ら
は
遊
牧
民
の
服
飾
文
化
を

象
徴
す
る
ベ
ル
ト
に
注
目
。
飾
り
が

銅
製
で
あ
る
こ
と
か
ら
階
級
の
低
い

軍
人
の
も
の
だ
と
解
読
。
さ
ら
に
、

日
本
の
水
中
考
古
学
者
と
の
共
同
研

究
を
い
っ
そ
う
進
め
て
い
く
必
要
性

を
強
調
し
た
。

国
学
院
大
学
研
究
開
発
推
進
機
構
学
術
資
料
セ
ン
タ

ー
主
催
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
代
伊
勢
斎
宮
の
歴

史
と
ま
つ
り
」
が
11
月
16
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。
学
内
外
か
ら
多
く
の
学
生
や
研
究
者
が
訪

れ
、
講
演
や
討
議
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

斎
宮
と
は
天
皇
が
都
か
ら
伊
勢
に
遣
わ
し
た
未
婚
の

女
性
皇
族
で
あ
る
「
斎
王
」
の
居
所
で
あ
り
、
現
在
の

三
重
県
明
和
町
に
位
置
し
た
。
国
学
院
大
学
で
の
斎
宮

関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
今
回
で
3
回
目
。
昨
年
、
奈
良

時
代
の
正
殿
跡
と
み
ら
れ
る
遺
構
が
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
を
契
機
に
開
催
さ
れ
た
。

最
初
に
木
村
大
樹
・
研
究
開
発
推
進
機
構
助
教
（
特

別
専
任
）
が
「
斎
宮
・
斎
王
と
は
何
か
？
」
と
題
し
、斎

王
の
日
常
や
祭
祀
な
ど
を
説
明
し
た
上
で
、
斎
王
は
伊

勢
に
お
い
て
都
の
天
皇
と
対
比
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、

朝
廷
同
様
の
生
活
や
祭
祀
・
行
事
の
数
々
を
執
り
行
っ

て
い
た
こ
と
を
解
説
し
た
。

続
い
て
報
告
１
「
古
代
伊
勢
斎
王
の
宮
殿
の
構
造
と

変
遷
」
と
し
て
三
重
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
・
文
化

財
保
護
課
係
長
の
川
部
浩
司
氏
＝
写
真
＝
が
、
最
新
の

発
掘
調
査
に
基
づ
き
、
飛
鳥
時
代
、
奈
良
時
代
そ

れ
ぞ
れ
の
斎
王
宮
殿
域
を
説
明
。
掘
立
柱
跡
な
ど

か
ら
導
き
出
し
た
正
殿
の
想
定
図
を
示
し
、
目
隠

塀
を
持
つ
建
物
が
存
在
し
た
こ
と
や
、
斎
宮
跡
近

く
の
北
野
遺
跡
辺
り
が
、
土
師
器
の
大
生
産
地
だ

っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

報
告
２
「
古
代
斎
宮
の
ま
つ
り
と
伊
勢
神
宮
」

で
は
塩
川
哲
朗
・
皇
学
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ

ン
タ
ー
准
教
授
が
、『
延
喜
斎
宮
式
』
な
ど
の
文
献

を
基
に
斎
王
と
伊
勢
神
宮
の
関
係
を
発
表
。「
正
月

元
日
」
か
ら
始
ま
る
数
々
の
節
目
の
祭
祀
を
示
し

な
が
ら
「
斎
王
祭
祀
は
宮
中
祭
祀
や
天
皇
祭
祀
と

対
応
関
係
に
あ
り
、
天
皇
皇
女
が
伊
勢
の
地
で
潔

斎
生
活
を
送
り
、
天
照
大
神
を
遥
拝
祭
祀
す
る
こ

と
に
本
義
が
あ
る
」
な
ど
と
述
べ
た
。

二
つ
の
報
告
を
受
け
、
笹
生
衛
・
研
究
開
発
推

進
機
構
長
（
神
道
文
化
学
部
教
授
）
が
、
斎
宮
の

「
目
隠
塀
」
を
伴
う
建
物
遺
構
に
つ
い
て
「
非
常
に

大
き
な
発
見
」
と
し
た
上
で
、
目
隠
塀
が
「
そ
の

祭
祀
の
場
の
本
来
の
実
態
を
伝
え
て
い
る
可
能
性

が
高
い
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

最
後
の
討
議
で
は
４
人
の
登
壇
者
が
、
斎
宮
で

新
嘗
祭
が
行
わ
れ
た
可
能
性
や
発
掘
調
査
の
展
望

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、
今
後
の
さ
ら
な
る
発

見
に
期
待
を
寄
せ
た
。

特別展「海底に眠るモンゴル襲来」を開催
元寇から750年

古代伊勢斎宮の謎に迫る公開シンポジウム
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他
方
で
、
私
が
明
治
期
の
政
治
に
興

味
を
も
つ
に
至
る
ま
で
に
は
、
多
少
の

紆う

余よ

曲
折
が
あ
り
ま
し
た
。
大
学
に
入

っ
た
頃
は
、
法
学
部
な
の
で
将
来
的
に

は
司
法
試
験
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
か

と
漠
然
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
は
歴
史
の
偶
然
な
の
で
す

が
、
入
学
し
て
最
初
に
受
け
た
あ
る
先

生
の
民
法
総
則
の
授
業
が
絶
望
的
に

つ
ま
ら
な
く
て
、
一
夜
に
し
て
法
律
学

へ
の
興
味
を
失
い
ま
し
た
（
笑
）。
恐

ら
く
学
ぶ
資
質
が
な
か
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
ど
う
し
よ
う
か

と
思
い
な
が
ら
、
し
ば
ら
く
は
人
並
み

に
自
分
探
し
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
そ

の
過
程
で
は
自
分
で
も
よ
く
わ

か
ら
な
い
自
責
の
念
と

素
朴
な
正
義
感
に

か
ら
れ
て
、
ス
モ
ン
病
訴
訟
の
原
告
団

に
入
り
浸
り
、
ほ
と
ん
ど
大
学
に
行
か

な
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
厚

生
省
の
前
で
原
告
の
車
い
す
を
押
し

て
デ
モ
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
東
京
地
裁
の
勝
訴
判
決
が
出
て
一

区
切
り
つ
い
た
時
、
無
性
に
勉
強
が
し

た
く
な
っ
て
大
学
に
戻
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
、
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー

と
か
、
レ
ヴ
ィ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
と
か
、

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
と
か
、
構
造
主
義
と

か
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
か
い
っ
た
フ
ラ

ン
ス
現
代
思
想
が
流
行
し
て
い
て
、
何

も
分
か
ら
な
い
ま
ま
（
今
も
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
）
知
的
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
そ
れ
ら
に
染
ま
り
ま
し
た
。
と
同
時

に
、
フ
ラ
ン
ス
つ
な
が
り
で
澁
澤
龍
彦

を
は
じ
め
と
し
て
「
怪
し
げ
」
な
文
学

評
論
に
も
か
ぶ
れ
、
そ
し
て
エ
ラ
ス
ム

ス
や
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
ブ
レ
ー
な
ど

の
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
ユ
マ
ニ
ス
ト
（
人

文
主
義
者
）
た
ち
の
作
品
に
も
出
会

い
、
人
間
と
か
社
会
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
の
面
白
さ
を
感
じ
始
め
て
い
ま

し
た
。
も
っ
と
も
、
人
間
の
不
思
議
さ

や
社
会
の
精
妙
な
複
雑
さ
に
驚
き
つ

つ
、
幼
稚
な
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
夢
想
し

て
い
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
。

そ
ん
な
ま
と
ま
ら
ぬ
思
い
を
抱
え
、

4
年
生
の
春
、
当
時
授
業
で
好
き
だ
っ

た
政
治
学
の
先
生
の
と
こ
ろ
へ
大
学

院
進
学
の
相
談
に
行
き
ま
し
た
。
西
洋

政
治
思
想
史
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
人
文

主
義
な
ど
ど
う
で
し
ょ
う
か
と
恐
る

恐
る
尋
ね
る
と
、「
あ
な
た
、
ラ
テ
ン

語
は
ど
れ
く
ら
い
お
読
み
に
な
れ
ま
す

か
」
と
聞
か
れ
、
ラ
テ
ン
語
の
ラ
も
知

ら
な
か
っ
た
私
は
、
そ
の
一
言
に
驚

き
ょ
う

愕が
く

し
撃
沈
さ
れ
ま
し
た
（
笑
）。

続
け
て
、研
究
し
た
い
の
な
ら「
西
洋

の
こ
と
よ
り
も
、
日
本
の
こ
と
の
ほ
う

が
や
る
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
」、

特
に
日
本
近
代
史
は
ま
だ
ま
だ
開
拓
の

余
地
が
あ
る
、
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
日
本
に
は
良
い
歴
史
家
が
少
な
い
。

良
い
社
会
と
は
、
良
い
歴
史
家
が
多
く

い
る
社
会
だ
」
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と

も
言
わ
れ
ま
し
た
。
良
い
歴
史
家
に
な

れ
る
自
信
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
が
ぜ
ん
日
本
近
代
史
に
興
味
が
わ

い
て
き
ま
し
た
。
文
化
人
類
学
な
ど
に

少
し
触
れ
て
、
西
洋
近
代
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
を
相
対
化
し
、
批
判
的
に
検
討
す
る

知
的
雰
囲
気
に
な
ん
と
な
く
感
化
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
、
そ
れ
ら
の
言
葉
を
受

け
止
め
る
背
景
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、偶
然
も
重
な
り
、遅
ま

き
な
が
ら
私
は
日
本
近
代
の
政
治
史
を

研
究
す
る
道
を
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
西
洋
近
代
と
の
交
錯
と
葛
藤
と
い

う
視
点
か
ら
、日
本
の
歴
史
を
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て

い
く
と
幕
末
明
治
期
に
突
き
当
た
り
ま

す
。
そ
の
時
代
を
見
つ
め
る
こ
と
は
、

自
分
た
ち
の
社
会
を
振
り
返
り
、
ひ
い

て
は
日
本
近
代
の
物
語
を
多
角
的
に
検

討
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
大
学
の
授
業
を
始
め
る
に

あ
た
っ
て
、
最
初
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
、

「
歴
史
は
暗
記
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。わ
れ

わ
れ
が
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
行
く

の
か
と
い
う
こ
と
を
省
察
し
、
思
い
を

は
せ
る
こ
と
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
が
無
意
識
の
う
ち
に
と
る
行

動
で
あ
っ
た
り
、
か
っ
こ
い
い
と
感
じ

た
り
、
こ
う
す
べ
き
だ
と
判
断
す
る
規

範
や
意
識
は
、
自
然
に
成
立
し
た
も
の

で
は
な
く
、
歴
史
の
あ
る
時
点
で
形
作

ら
れ
た
歴
史
的
産
物
で
す
。
そ
し
て
、

今
と
い
う
時
代
を
考
え
る
上
で
、
私
に

と
っ
て
興
味
深
い
の
は
、
現
在
に
つ
な

が
る
一
大
転
換
期
と
し
て
の
近
代
─
─

つ
ま
り
、
近
代
国
家
が
形
作
ら
れ
た
時

代
で
す
。 

ま
ず
は
大
き
な
視
点
か
ら
お
話
し
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。西
洋
史
に「
長

い
19
世
紀
」と
い
う
概
念
が
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
は
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
で
あ

る
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
が
提
唱

し
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、「
長
い
19
世

紀
」の
始
期
を
ア
メ
リ
カ
革
命（
ア
メ
リ

カ
独
立
革
命
）
が
始
ま
っ
た
1
7
6
0

年
代
に
求
め
る
か
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
が

起
こ
っ
た
1
7
8
0
年
代
と
す
る
か
、

研
究
者
に
よ
っ
て
意
見
は
分
か
れ
て
い

ま
す
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
終
わ
る
の
は

第
一
次
世
界
大
戦
、
と
い
う
の
が
共
通

理
解
で
す
。
私
が
「
近
代
」
と
い
う
言

葉
で
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
も
、
こ
の

「
長
い
19
世
紀
」
と
い
う
時
代
で
す
。

さ
て
、
そ
の
近
代
と
い
う
時
代
は
、

中
央
集
権
的
な
近
代
国
家
が
形
成
さ

れ
、
そ
の
近
代
国
家
を
中
心
に
世
界
が

相
互
に
結
び
つ
き
を
強
め
て
一
つ
に

な
っ
て
い
く
時
代
だ
と
言
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
18
世
紀
ま
で
は
、
中
国
と

か
イ
ン
ド
と
か
イ
ス
ラ
ム
と
か
個
々

の
文
明
圏
と
い
う
も
の
は
相
対
的
に

自
律
し
て
い
て
、
薄
い
つ
な
が
り
を
持

ち
つ
つ
も
併
存
し
て
い
た
。
そ
れ
が
19

世
紀
を
迎
え
、
近
代
に
突
入
し
て
い
く

に
あ
た
っ
て
、
世
界
は
一
つ
に
結
び
付

い
て
い
き
ま
す
。
そ
の
推
進
力
と
な
っ

た
の
が
圧
倒
的
な
軍
事
力
と
経
済
力

と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
力
を
持
つ
西
欧
文

明
で
あ
り
、
西
欧
を
中
心
に
世
界
が
一

つ
に
統
合
さ
れ
て
い
く
中
で
、
西
欧
の

在
り
方
が
世
界
の
共
通
性
、
規
範
性

と
な
り
、「
世
界
史
」
と
い
う
歴
史

の
あ
り
よ
う
も
形
成
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。

西
欧
を
普
遍
的
な
モ
デ

ル
、
い
わ
ば
模
範
と
す

る
よ
う
な
認
識
が
広

が
っ
て
い
く
一
方
、

他
方
で
そ
う
し
た
西
欧
中
心
の
世
界

観
の
拡
大
に
抵
抗
を
感
じ
て
、
自
分
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
模
索
し
、
自

国
へ
の
帰
属
意
識
を
高
め
な
が
ら
西

欧
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
、
各

国
で
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
す
ね
。
こ
う
し
た
双

方
の
動
き
の
交
錯
と
葛
藤
が
、
政
治
的

な
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
生
み
出
し
、
世
界

史
を
動
か
し
て
い
く
。
そ
の
渦
中
に
、

日
本
の
近
代
も
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち

が
今
送
っ
て
い
る
社
会
の
日
常
や
現

代
の
政
治
の
在
り
方
に
連
な
る
、
明
と

暗
の
両
面
を
含
む
日
本
の
近
代
の
物

語
は
ど
の
よ
う
に
紡
が
れ
て
い
っ
た

の
か
。
特
に
そ
の
起
点
と
な
っ
た
明
治

期
の
政
治
史
に
、
興
味
を
引
か
れ
、
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。

明
治
国
家
形
成
に
関
し
て
、
も
う
一

つ
長
い
間
取
り
組
ん
で
き
た
問
題
に
、

明
治
憲
法
の
制
定
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
も
話
せ
ば
長
く
な
る
の
で
、

こ
こ
で
は
、
伊
藤
博
文
の
名
前
で
公
刊

さ
れ
た『
憲
法
義
解
』（
2
0
1
9
年
、

岩
波
書
店
）
で
私
が
執
筆
し
た
解
説
の

さ
わ
り
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

「
明
治
憲
法
は
、
か
つ
て
不
磨
の
大
典

と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
語
感
は
、
憲
法
が

確
乎
と
し
て
統
一
さ
れ
た
構
想
の
下
に

制
定
さ
れ
た
こ
と
を
連
想
さ
せ
る
。
ま

た
、
人
に
よ
っ
て
は
、
統
一
さ
れ
た
構

想
と
い
う
こ
と
か
ら
、
明
治
一
四
年
政

変
で
プ
ロ
イ
セ
ン
型
立
憲
政
体
の
採
用

が
決
定
さ
れ
、
ド
イ
ツ
モ
デ
ル
に
基
づ

い
て
粛
々
と
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
イ
メ

ー
ジ
を
想
起
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
明
治
憲
法
の
制
定
過
程
は
、
決

し
て
そ
の
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
も
、

予
定
調
和
的
な
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

非
西
欧
世
界
で
初
め
て
本
格
的
に
立

憲
政
治
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
憲

法
を
い
か
に
制
定
す
れ
ば
、
安
定
と
成

果
を
得
ら
れ
る
か
と
い
う
問
い
は
、
誰

に
と
っ
て
も
見
透
し
が
た
く
答
え
る
の

が
難
し
い
問
題
で
あ
っ
た
。そ
し
て
、そ

う
し
た
不
確
実
性
に
対
応
し
て
、
当
時

の
藩
閥
政
府
内
に
は
、
憲
法
や
立
憲
政

治
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
や
構

想
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
間
の
相
克
を

反
映
し
て
、
憲
法
条
文
と
条
文
の
『
説

明
』
を
確
定
す
る
作
業
は
、
思
い
の
ほ

か
紆
余
曲
折
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
る
」

『
憲
法
義
解
』
の
本
当
の
著
者
は
、
伊

藤
で
は
な
く
て
、
井
上
毅こ

わ
しで
す
。
そ
し

て
、明
治
憲
法
の
原
案
を
つ
く
り
、制
定

作
業
を
主
導
し
て
い
っ
た
の
も
、
井
上

毅
で
し
た
。
そ
の
井
上
毅
が
憲
法
草
案

を
作
成
す
る
過
程
で
、
調
査
し
た
り
、

推す
い

敲こ
う

し
た
り
、
議
論
し
た
り
し
た
、
貴

重
な
原
資
料
が
、
実
は
国
学
院
大
学
の

図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般

的
に
は
明
治
憲
法
は
、
今
で
も
あ
ま
り

良
い
憲
法
で
は
な
い
と
い
う
印
象
を
お

持
ち
の
方
が
多
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
見
て

い
る
と
、
恐
ら
く
歴
史
の
法
廷
に
立
た

さ
れ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
、
一
般

に
憲
法
制
定
者
た
ち
と
呼
ば
れ
る
井
上

や
伊
藤
お
よ
び
伊
東
巳
代
治
、
金
子
堅

太
郎
ら
が
、
歴
史
へ
の
弁
明
を
試
み
る

か
の
よ
う
に
、
文
明
的
な
憲
法
を
目
指

し
て
、
彼
ら
な
り
に
い
か
に
悩
み
、
苦

し
み
、
対
立
し
た
か
、
そ
れ
ら
の
奮
闘

の
軌
跡
が
墨
痕
の
間
か
ら
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

近
年
は
、
多
少
時
期
を
ず
ら
し
て
、

明
治
憲
法
体
制
の
行
方
と
い
っ
た
漠
然

と
し
た
テ
ー
マ
で
、
明
治
憲
法
体
制
が

ど
の
よ
う
に
展
開
し
、
変
容
し
て
い
く

の
か
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
以
前
に
比

べ
れ
ば
、
人
物
よ
り
も
構
造
の
方
に
関

心
の
比
重
が
移
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
昨
年
「
第
1
次
西
園
寺
内
閣
と

政
友
会
―
『
与
党
シ
ス
テ
ム
』
の
誕
生

と
議
会
審
議
の
政
治
資
源
化
」
と
い
う

論
文
を
書
い
て
み
ま
し
た
。
日
本
近
代

史
の
政
党
研
究
に
は
ぶ
厚
い
蓄
積
が
あ

り
ま
す
が
、
意
外
と
帝
国
議
会
と
政
治

と
の
関
係
を
直
接
扱
っ
た
も
の
は
多
く

な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
現
代
に
ま
で
つ

な
が
る
日
本
の
議
会
運
営
の
特
色
は
、

内
閣
と
政
党
と
議
会
と
の
間
の
独
特
の

関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の

が
そ
の
見
通
し
で
す
が
、
ま
だ
試
行
錯

誤
の
段
階
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
本
格
的
に

大
衆
社
会
が
到
来
し
た
と
き
、
帝
国
議

会
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
（
あ
る
い

は
し
な
か
っ
た
）
の
か
と
い
う
問
題
に

も
興
味
が
あ
り
ま
す
。

資
料
に
基
づ
い
て
新
し
い
歴
史
的
事

実
を
発
見
す
る
こ
と
を
フ
ァ
ク
ト
・
フ

ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
い
ま
す
。
歴
史

は
フ
ァ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

始
ま
り
フ
ァ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
終
わ
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
問
題

は
、
そ
の
フ
ァ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
か

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
資
料
を
読
め

ば
自
動
的
に
新
し
い
歴
史
的
事
実
が
発

見
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
フ
ァ
ク

ト
・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
前
に
は
、

必
ず
問
い
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
意

味
あ
る
フ
ァ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
意
味
の
あ

る
問
い
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
す
れ

ば
意
味
の
あ
る
問
い
を
立
て
ら
れ
る
の

か
、ど
ん
な
問
い
に
意
味
が
あ
る
の
か
、

難
し
い
問
題
で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
は
ど

こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
そ
れ

ら
を
探
る
べ
く
、
研
究
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
政
治
史
の
研
究
者
で
す
の
で
、

当
然
、
専
門
家
の
方
々
と
一
緒
に
研
究

し
て
い
る
わ
け
で
す
。た
だ
、も
の
を
書

く
と
き
は
、
な
る
だ
け
専
門
家
だ
け
で

は
な
く
、
一
般
の
読
書
好
き
の
人
に
も

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
書
け

れ
ば
い
い
な
あ
と
思
っ
て
や
っ
て
き
ま

し
た
。専
門
家
で
は
な
い
、門
外
漢
の
人

に
も
、
啓
発
的
と
ま
で
は
言
え
な
い
に

し
て
も
、
で
き
れ
ば
歴
史
は
面
白
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
リ

ー
ダ
ブ
ル
な
物
語
や
人
間
ド
ラ
マ
を
書

き
た
い
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。
恐
ら
く

そ
れ
は
、
大
学
院
時
代
に
、
歴
史
は
物

語
で
あ
り
、
面
白
く
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
独
断
と
偏
見
を
、
ひ
ど
く
刷

り
込
ま
れ
た
せ
い
だ
と
思
い
ま
す
。
も

っ
と
も
そ
れ
は
、
呪
い
の
言
葉
で
も
あ

っ
て
、
何
事
も
そ
う
で
す
が
、
言
う
は

易
く
行
う
の
は
難
し
い
の
で
、
低
い
生

産
性
に
い
つ
も
悩
ん
で
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
ほ
ん
の
た
ま
に
で
す
が
、
リ
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
で
歴
史
っ
て
興
味
深
い
で

す
ね
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
る
読
者

に
出
会
う
と
、我
を
忘
れ
ま
す
（
笑
）。

さ
て
、「
長
い
前
置
き
」
は
こ
の
く
ら
い

に
し
て
、
研
究
の
内
容
に
移
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

『
伊
藤
博
文
と
明
治
国
家
形
成
―
「
宮

中
」
の
制
度
化
と
立
憲
制
の
導
入
』

（
1
9
9
1
年
、
吉
川
弘
文
館
。
の
ち

に
2
0
1
2
年
、
講
談
社
学
術
文
庫
）

と
い
う
私
の
著
書
は
、
当
時
は
あ
ま
り

評
価
の
高
く
な
か
っ
た
伊
藤
博
文
を
中

心
に
、
伊
藤
を
再
評
価
し
な
が
ら
明
治

国
家
の
形
成
史
を
描
い
た
も
の
で
す
。

が
、
同
時
に
、
も
う
一
人
の
主
人
公
と

し
て
、
明
治
天
皇
を
登
場
さ
せ
て
叙
述

し
た
と
こ
ろ
が
、
当
時
と
し
て
は
多
少

目
新
し
い
点
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

天
皇
制
と
い
う
言
葉
は
、
批
判
的
な
ニ

ュ
ア
ン
ス
を
込
め
て
、
そ
れ
こ
そ
枕
詞

の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

不
思
議
な
こ
と
に
明
治
天
皇
が
政
治
史

の
中
で
存
在
感
を
も
っ
て
描
か
れ
る
こ

と
は
、
資
料
上
の
問
題
も
あ
っ
て
、
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
す
。

制
度
上
の
存
在
で
は
な
く
、
明
治
国

家
形
成
史
の
重
要
な
ア
ク
タ
ー
の
一
人

と
し
て
、
生
身
の
人
間
と
し
て
の
明
治

天
皇
を
組
み
込
ん
で
政
治
史
を
描
く
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
明
治
天
皇
は
、
維

新
の
際
、
17
歳
で
し
た
。
錯さ

く

綜そ
う

し
た
政

治
情
勢
に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
、
当
惑
し
な
が
ら

複
雑
な
気
持
ち
を
い
だ
い
て
即
位
し
た

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
明
治
政
府

と
の
関
係
も
、
当
初
は
必
ず
し
も
順
調

だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
言
葉
を
選
ば

ず
に
言
え
ば
、
政
府
関
係
者
の
嘆
息
の

対
象
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

実
際
、
国
家
形
成
が
本
格
化
す
る
明

治
10
年
代
後
半
に
は
、
何
度
も
政
府
関

係
者
と
天
皇
と
の
間
に
衝
突
が
生
じ
て

い
ま
す
。
外
務
卿
が
外
国
交
際
を
推
進

す
る
た
め
外
国
要
人
と
の
面
談
を
天
皇

に
要
請
し
て
も
拒
否
さ
れ
た
り
、
海
軍

の
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
に
天
皇
の
出
席
を

お
願
い
し
て
も
「
炎
暑
」
を
理
由
に
拒

絶
さ
れ
た
り
。
そ
の
背
景
に
は
、
外
国

嫌
い
・
外
出
嫌
い
の
天
皇
と
強
引
に
こ

と
を
進
め
よ
う
と
す
る
政
府
関
係
者
と

の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に

由
来
す
る
相
互
不
信
が
あ
り
ま
し
た
。

明
治
国
家
の
形
成
と
い
う
の
は
、
外

国
の
憲
法
や
制
度
を
学
習
し
て
い
か
に

日
本
に
導
入
す
る
か
と
い
う
問
題
だ
け

で
な
く
、
君
主
で
あ
る
明
治
天
皇
と
政

府
と
の
間
に
い
か
に
信
頼
関
係
を
生
み

出
し
て
い
く
か
と
い
う
問
題
も
重
要
だ

っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
天
皇
と
の
信
頼

関
係
を
成
り
立
た
せ
る
上
で
、
伊
藤
の

果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
い
っ
た
ん
伊
藤
を
仲
介
に

相
互
信
頼
が
生
ま
れ
る
と
、
明
治
天
皇

も
人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
人
間
と
し
て

も
立
憲
君
主
と
し
て
も
成
長
し
て
い
き

ま
す
。
明
治
天
皇
の
君
主
と
し
て
の
成

長
と
、
明
治
と
い
う
時
代
の
成
長
が
、

同
時
代
を
生
き
た
人
々
に
は
、
一
つ
に

重
な
り
合
い
、
分
か
ち
が
た
い
も
の
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
明
治
天
皇
の
死
は

一
人
の
君
主
の
死
以
上
の
喪
失
感
を
も

た
ら
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

研

聞
者究
に

く

明
治
期
の
政
治
史
に
迫
る

奥
深
き

政
治
史
の
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
明
治
天
皇

明
治
の
指
導
者
た
ち
の
知
的
格
闘

日
本
近
代
史
へ
の
転
機

西
欧
を
規
範
と
し
た
近
代
国
家
の
形
成

さ
か
も
と
・
か
ず
と

法
学
博
士
。
専
門
は
日
本
政
治
史
。
主
な
著
書
に
、
共
著
書
・

山
口
輝
臣
／
福
家
崇
洋
編
『
思
想
史
講
義
【
明
治
篇
Ⅱ
】』

（
2
0
2
3
年
、
筑
摩
書
房
）、『
岩
倉
具
視
：
幕
末
維
新
期
の

調
停
者
』（
2
0
1
8
年
、
山
川
出
版
社
）
な
ど
。

法
学
部
・
坂
本
一
登
教
授

法
学
部
・
坂
本
一
登
教
授
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短
篇
小
説
の
部

黒
須
さ
く
ら
さ
ん�

（
東
京
・
三
鷹
中
等
教
育
学
校
）

ま
さ
か
賞
を
い
た
だ
け
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か

っ
た
の
で
、
結
果
を
聞
い
た
時
は
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。
私
自
身
、
小
説
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
挑
戦
す
る
こ

と
も
、
受
賞
す
る
こ
と
も
初
め
て
で
実
感
が
湧
か
な

い
の
で
す
が
、私
の
作
品
が
ど
な
た
か
の
目
に
留
ま

り
、最
後
ま
で
お
付
き
合
い
い
た
だ
い
た
こ
と
、と
て

も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
代
詩
の
部

田
中
理
紗
子
さ
ん

�

（
ス
イ
ス
・Institut�auf�dem

�Rosenberg

）

作
品
に
隅
々
ま
で
目
を
通
し
て
く
だ
さ
っ
た
審
査

員
の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
受
賞
は
私

の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
両
親
や
先
生
方
の
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
こ
の
受
賞
を
報
告
で
き
る
こ
と
を
と
て
も

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

短
歌
の
部

川
畑
陽
平
さ
ん�（
福
岡
・
西
日
本
短
期
大
学
附
属
高
）

こ
の
よ
う
な
大
き
な
賞
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
短
歌
で
最
優
秀
賞
を
い
た
だ
い

た
こ
と
を
先
生
か
ら
聞
い
た
時
は
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。
短
歌
は
素
直
な
気
持
ち
を
そ
の
ま
ま
詠
む
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
私
自
身
が
抱
い
た
素
直
な
思
い
を

表
現
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。

俳
句
の
部

伊
佐
綾
乃
さ
ん�

（
沖
縄
・
興
南
高
）

こ
の
度
は
こ
の
よ
う
な
素
敵
な
コ
ン
テ
ス
ト
で
賞

を
い
た
だ
け
た
こ
と
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。初
め
て
の
受
賞
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、ま
だ
実

感
が
湧
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
賞
を
励
み
に
こ
れ

か
ら
も
日
々
創
作
を
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
文
化
研
究
部
門
（
団
体
）

徳
島
・
池
田
高
探
究
科 
農
具
班

�

（
代
表
・
阿
部
理
子
さ
ん
）

農
業
と
い
う
も
の
は
身
近
に
あ
り
過
ぎ
て
、
傾
斜

地
農
業
も
同
じ
よ
う
な
感
じ
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
で
す
が
先
輩
方
の
先
行
研
究
や
大
学
の
先
生

な
ど
の
研
究
を
見
る
中
で
、
農
業
を
新
し
い
視
点
で

見
て
い
る
と
こ
ろ
に
と
て
も
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

研
究
を
通
し
て
も
う
一
度
自
分
の
地
域
の
魅
力
を
発

見
し
て
み
よ
う
と
思
い
こ
の
研
究
に
取
り
組
み
は
じ

め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
が
、

最
優
秀
賞
と
い
う
形
で
得
ら
れ
た
の
は
本
当
に
う
れ

し
い
で
す
。

地
域
文
化
研
究
部
門
（
個
人
）

戸
田
武
瑠
さ
ん�

（
千
葉
・
長
生
高
）

私
が
住
む
山
辺
地
区
の
講
の
行
事
で
立
て
ら
れ
て

い
た
卒
塔
婆
を
不
思
議
に
思
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
調
べ
た
と
こ
ろ
子
安
講
の
宗
教
行
事
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
、
自
分
の
住
む
地
域
の
講
に
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。図
書
館
な
ど
で
調
べ
ま
し
た
が
、文
献
資

料
が
少
な
く
、
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
講
の
現
状

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
い
調
査
を
始
め
ま
し
た
。

地
元
の
方
々
や
学
校
の
先
生
、
家
族
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
方
の
ご
厚
意
で
成
し
得
た
調
査
だ
と
思
う
の
で
、

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た

い
で
す
。

地
域
民
話
研
究
部
門
（
団
体
）

愛
媛
・
松
山
北
高
郷
土
研
究
部

�

（
代
表
・
森
貞
裕
太
郎
さ
ん
）

４
年
連
続
で
最
優
秀
賞
を
い
た
だ
け
る
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
光
栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。
今
年

度
か
ら
全
く
新
し
い
テ
ー
マ
で
研
究
を
始
め
る
に
あ

た
っ
て
、
論
点
が
ず
れ
な
い
よ
う
部
内
で
注
意
し
て

研
究
を
行
い
ま
し
た
。
論
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
で

レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
際
、
手
際
よ
く
進
み
、
研
究

と
し
て
も
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

地
域
民
話
研
究
部
門
（
個
人
）

渡
邉
正
太
郎
さ
ん�

（
静
岡
・
富
士
高
）

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
今
年
も
最
優
秀
賞
を
い

た
だ
け
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
驚
き
ま
し

た
。
先
行
研
究
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
中
で
、

民
話
、
石
造
文
化
財
、
絵
地
図
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

性
質
の
史
資
料
を
組
み
合
わ
せ
て
読
み
解
い
て
い
く

力
が
成
長
し
た
と
感
じ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
応
募
総
数
１
万
５
８
６
２
点

文
部
科
学
大
臣
賞
に

�

慶
応
義
塾
湘
南
藤
沢
高
等
部（
神
奈
川
）

折
口
信
夫
賞
に
戸
田
武
瑠
さ
ん（
千
葉
・
長
生
高
）

　
第
28
回
全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト

　
第
20
回「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」コ
ン
テ
ス
ト

最優秀賞受賞者 喜びの声 高
校
生
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
決
定

伝
え
ら
れ
た
。

佳
作
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

短
篇
小
説
の
部

【
佳
作
】「
魔
法
の
指
」
藤
井
あ

か
り
（
島
根
・
松
江
南
高
２
年
）

▼
「
だ
い
だ
ら
ぼ
っ
ち
」
兪
鐔

欣
（
千
葉
・
渋
谷
教
育
学
園
幕
張

高
１
年
）
▼
「
星
々
と
漫
才
」
山

田
ひ
な
の
（
愛
知
・
時
習
館
高
２

年
）
▼
「
1
0
0
ひ
く
7
」
吉
田

翔
梧
（
神
奈
川
・
慶
応
義
塾
高
３

年
）
▼
「
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
と
い
う

星
の
下
で
眠
る
」
香
川
陽
菜
（
神

奈
川
・
横
浜
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
高
３
年
）

現
代
詩
の
部

【
佳
作
】「
空
蝉
」
阿
部
花
恋
（
愛

媛
・
今
治
西
高
２
年
）
▼
「
も
や

も
や
」
島
田
道
峻
（
東
京
・
海
城

高
２
年
）
▼
「
な
か
よ
し
ク
ラ

ブ
」
山
口
莉
緒
（
広
島
・
Ａ
Ｉ
Ｃ

Ｊ
高
２
年
）
▼
「
合
唱
」
西
川
ま

い（
東
京
・
白
百
合
学
園
高
２
年
）

▼
「
空
色
の
夢
」
馬
場
瑛
大
（
京

都
・
西
城
陽
高
２
年
）

短
歌
の
部

【
佳
作
】
佐
藤
日
和
（
宮
城
・
常

盤
木
学
園
高
２
年
）
▼
春
山
天

（
山
形
・
致
道
館
高
３
年
）▼
大
関

「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ

ン
テ
ス
ト
は
、
地
域
に
伝
わ
る
伝

説
や
昔
話
、
行
事
、
方
言
、
郷
土

料
理
な
ど
高
校
生
が
「
身
近
な
地

域
社
会
」
に
目
を
向
け
、
連
綿
と

伝
わ
る
地
域
の
文
化
に
向
き
合
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
学
が
有

す
る
伝
承
文
化
に
関
す
る
資
産
に

触
れ
る
こ
と
で
研
究
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
も
狙
い
と
す
る
。
20
回

目
を
迎
え
た
今
回
は
全
国
か
ら

1
3
4
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。
内

訳
は
、
地
域
文
化
研
究
部
門
が
団

体
24
点
・
個
人
66
点
▼
地
域
民
話

研
究
部
門
が
団
体
6
点
・
個
人
35

点
▼
学
校
活
動
部
門
が
3
点
。

最
も
優
れ
た
研
究
に
贈
ら
れ
る

折
口
信
夫
賞
に
地
域
文
化
研
究
部

門（
個
人
）最
優
秀
賞
の「
千
葉
県

大
網
白
里
市
山
辺
地
区
に
お
け
る

講
の
現
状
」
戸
田
武
瑠
さ
ん
（
千

葉
・
長
生
高
２
年
）
が
選
ば
れ
た

ほ
か
、
各
部
門
の
最
優
秀
賞
、
優

秀
賞
が
別
表
（
敬
称
略
）
の
よ
う

に
決
ま
っ
た
。

表
彰
式
で
は
石
川
則
夫
副
学
長

の
あ
い
さ
つ
（
代
読
）
と
若
木
育

成
会
・
郡
司
掛
司
会
長（
代
読
）、

川
津
浩
一
常
務
理
事
代
行
事
務
局

長
の
来
賓
祝
辞
が
送
ら
れ
た
後
、

各
部
門
最
優
秀
賞
の
受
賞
者
が
研

究
内
容
を
発
表
し
た
。

佳
作
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

地
域
文
化
研
究
部
門（
団
体
）

【
佳
作
】「
明
日
香
村
の
民
俗
」

（
奈
良
・
帝
塚
山
高
地
理
歴
史
部
）

▼
「
抜
け
た
乳
歯
の
扱
い
方
と
そ

の
風
習
」（
茨
城
・
土
浦
日
本
大
学

高
民
俗
信
仰
研
究
チ
ー
ム
）

地
域
文
化
研
究
部
門（
個
人
）

【
佳
作
】「
伝
統
芸
能
祭
り
か
ら

紐
解
く
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
明

る
い
未
来
」
南
部
夏
步
（
長
崎
・

長
崎
東
高
１
年
）
▼
「
糸
満
ハ
ー

レ
ー
の
歴
史
的
背
景
と
文
化
的
意

義
」
大
城
佳
珠
帆
（
沖
縄
・
昭
和

薬
科
大
学
附
属
高
３
年
）

地
域
民
話
研
究
部
門（
団
体
）

【
佳
作
】「
続
・
紀
南
地
域
に
お
け

る
河
童
伝
承
～
河
童
の
正
体
に
迫

る
～
」（
和
歌
山
・
田
辺
高
河
童
倶

楽
部
）

地
域
民
話
研
究
部
門（
個
人
）

【
佳
作
】「
龍
口
法
難
の
伝
説
︱
繋

い
だ
日
蓮
の
歩
み
︱
」
小
島
未
心

子
（
神
奈
川
・
鎌
倉
女
子
大
学
高

等
部
２
年
）
▼
「
深
谷
城
に
ま
つ

わ
る
釣
鐘
池
の
伝
説
」
横
山
響
来

（
埼
玉
・
本
庄
高
２
年
）

【
審
査
員
＝
敬
称
略
】
小
川
直
之

（
本
学
名
誉
教
授
）
▼
大
石
泰
夫

（
本
学
文
学
部
教
授
）
▼
八
木
橋

伸
浩
（
玉
川
大
学
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
学
部
名
誉
教
授
）
▼
伊
藤
龍
平

（
本
学
文
学
部
教
授
）
▼
飯
倉
義

之
（
本
学
文
学
部
教
授
）
高
橋
大

助
（
本
学
文
学
部
教
授
）
▼
服
部

比
呂
美
（
本
学
文
学
部
教
授
）

全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト

は
、
創
作
活
動
を
通
じ
て
文
章
を

書
く
喜
び
、
も
の
を
作
り
出
す
苦

し
さ
、
自
分
の
考
え
を
言
葉
と
し

て
表
現
す
る
難
し
さ
を
感
じ
な
が

ら
、
美
し
い
日
本
語
の
再
発
見

と
学
修
を
目
的
と
し
て
平
成
９

（
1
9
9
7
）年
か
ら
開
催
さ
れ
て

い
る
全
国
規
模
の
コ
ン
テ
ス
ト
。

今
回
で
28
回
目
を
迎
え
、
全
国
の

高
校
生
か
ら
１
万
５
７
２
８
点
の

応
募
が
あ
っ
た
。
内
訳
は
、
短
篇

小
説
の
部
７
６
９
点
▼
現
代
詩
の

部
８
５
５
点
▼
短
歌
の
部
５
８
７

６
点
▼
俳
句
の
部
８
２
２
８
点
。

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
学
校
賞

の
文
部
科
学
大
臣
賞
に
慶
応
義
塾

湘
南
藤
沢
高
等
部
（
神
奈
川
）、

特
別
学
校
賞
に
灘
高
（
兵
庫
）
が

選
ば
れ
、
短
篇
小
説
部
門
で
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
黒
須
さ
く
ら
さ

ん
（
東
京
・
三
鷹
中
等
教
育
学
校

３
年
）の「
あ
る
く
桜
前
線
」を
は

じ
め
各
部
門
の
最
優
秀
賞
、
優
秀

賞
も
別
表
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
。

表
彰
式
で
は
石
川
則
夫
副
学
長

の
あ
い
さ
つ
と
若
木
育
成
会
・
郡

司
掛
司
会
長
の
祝
辞
が
代
読
さ
れ
、

院
友
会
・
川
津
浩
一
常
務
理
事
代

行
事
務
局
長
が
来
賓
と
し
て
登
壇

し
受
賞
者
を
激
励
し
た
。
ま
た
、

審
査
員
か
ら
部
門
ご
と
に
講
評
が

国
学
院
大
学
と
ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
高
校
生
新
聞
社
）
に
よ
る
第
28
回
全

国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
（
協
賛
：
国
学
院
大
学
若
木
育
成
会
・
国
学
院
大
学
院

友
会
・
国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部
、
後
援
：
文
部
科
学
省
・
全
国
高
等
学
校

長
協
会
・
全
国
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
連
合
会
・
日
本
進
路
指
導
協
会
）
と
、
第

20
回
「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ
ン
テ
ス
ト
（
協
賛
：
国
学
院
大
学
若
木
育
成

会
・
国
学
院
大
学
院
友
会
・
国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部
、
後
援
：
文
部
科
学

省
・
農
林
水
産
省
・
全
国
高
等
学
校
長
協
会
・
日
本
進
路
指
導
協
会
）
の
入
賞
作
品

が
決
ま
り
、
12
月
8
日
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
両
コ
ン
テ
ス

ト
に
は
全
国
の
高
校
生
か
ら
合
わ
せ
て
１
万
５
８
６
２
点
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
た
。

※
両
コ
ン
テ
ス
ト
の
各
部
門
の
最
優
秀
作
品
は
本
紙
令
和
７
年
２
月
号
に
掲
載
予
定

全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト

【
主
催
者
あ
い
さ
つ
】

石
川
則
夫
副
学
長

自
己
表
現
へ
の
思
い
を
自
ら

の
言
葉
で
日
本
文
学
の
様
式
に

組
み
込
む
皆
さ
ん
の
努
力
は
大

変
貴
重
で
あ
り
、
日
本
語
表
現

の
潜
在
力
の
偉
大
さ
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
た
。
創
作
表
現
が
日
本

文
学
の
伝
統
と
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
自
覚
し
な
が
ら
、
今

後
も
自
身
の
言
葉
を
磨
き
上
げ

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

【
祝
辞
】

若
木
育
成
会
・
郡
司
掛
司
会
長

レ
ベ
ル
の
高
い
作
品
が
増

え
、
多
く
の
高
校
生
が
創
作
活

動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
喜
ば
し
く
思
う
。
言
葉

を
紡
ぐ
苦
悩
の
先
に
あ
る
心
地

よ
さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
皆

さ
ん
の“
創
作
の
翼
”が
さ
ら
に

大
き
く
、
力
強
く
羽
ば
た
き
、

今
後
も
魅
力
的
な
作
品
が
生
み

出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

【
祝
辞
】

院
友
会
・
川
津
浩
一

　
　
常
務
理
事
代
行
事
務
局
長

受
賞
作
品
は
い
ず
れ
も
多
様

な
出
来
事
を
豊
か
な
感
性
で
捉

え
、
家
族
・
友
人
へ
の
思
い
を

見
事
に
表
現
し
て
お
り
感
動
を

覚
え
た
。
こ
の
受
賞
は
終
わ
り

で
は
な
く
新
た
な
始
ま
り
と
な

る
と
考
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
感

性
と
表
現
を
大
切
に
育
み
、
今

後
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」

コ
ン
テ
ス
ト

【
主
催
者
あ
い
さ
つ
】

石
川
則
夫
副
学
長

文
化
と
は
、
一
人
一
人
の
生

活
様
式
や
地
域
の
伝
承
行
事
そ

の
も
の
。
地
域
に
根
付
い
た
行

事
や
信
仰
を
新
鮮
な
視
点
で
考

察
し
た
力
作
が
多
く
集
ま
っ

た
。
本
コ
ン
テ
ス
ト
を
契
機
と

し
て
、
長
年
に
わ
た
り
継
続
さ

れ
て
き
た
こ
の
日
本
文
化
の
特

質
を
現
代
社
会
や
海
外
へ
広
く

発
信
し
続
け
て
も
ら
い
た
い
。

【
祝
辞
】

若
木
育
成
会
・
郡
司
掛
司
会
長

受
賞
者
の
調
査
・
研
究
成
果

が
源
泉
と
な
っ
て
、
地
域
の
活

性
化
や
魅
力
度
の
向
上
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

た
め
「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学

ぶ
」
こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が

あ
る
。
今
後
も
、
地
域
の
貴
重

な
財
産
と
な
る
成
果
を
創
出
す

る
取
り
組
み
が
継
続
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

【
祝
辞
】

院
友
会
・
川
津
浩
一

�

常
務
理
事
代
行
事
務
局
長

い
ず
れ
の
受
賞
作
品
か
ら

も
、
受
賞
者
が
住
む
地
域
の
伝

統
や
文
化
を
大
切
す
る
気
持
ち

や
、
そ
れ
を
次
世
代
に
継
承
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
た
。
地

域
の
伝
統
や
文
化
に
と
ど
ま
ら

ず
、
日
本
の
美
し
い
伝
統
や
文

化
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
守
り

続
け
て
ほ
し
い
。

文部科学大臣賞
慶応義塾湘南藤沢高等部（神奈川）

特別学校賞
灘高（兵庫）

短篇小説の部

最優秀賞「あるく桜前線」黒須さくら
（東京・三鷹中等教育学校3年）

優秀賞

「正しい線の引き方」佐々木由宇
（東京・南多摩中等教育学校1年）
「いさしかぶり！」瀬戸ことね
（神奈川・聖園女学院高1年）

現代詩の部

最優秀賞「喋らない青年と喋れない老人」田中理紗子
（スイス・Institut auf dem Rosenberg2年）

優秀賞
「あたし、１７歳」西寺芙美加
（埼玉・大宮国際中等教育学校2年）
「プールルーム」佐藤柚花（愛知・同朋高3年）

短歌の部
最優秀賞 川畑陽平（福岡・西日本短期大学附属高3年）

優秀賞
森翔吾（岐阜・関高2年）
廣瀨天音（茨城・茨城高3年）

俳句の部
最優秀賞 伊佐綾乃（沖縄・興南高2年）

優秀賞
酒井瑞生（東京・立川高1年）
柳井仁

（神奈川・慶応義塾湘南藤沢高等部2年）

折口信夫賞
「千葉県大網白里市山辺地区における講の現状」戸田武瑠（千葉・長生高2年）

地域文化研究部門
団　体

最優秀賞 「世界が認めた生きる遺産 ～傾斜での農業を可能にした農具～」
（徳島・池田高　探究科 農具班）

優秀賞

「みのかも定住自立圏・高校生聞き書きプロジェクトの報告」
（岐阜・関高　地域研究部・文芸部）
「地獄の釜の蓋が開く日～釜の蓋まんじゅうに関する考察～」
（栃木・矢板東高　リベラルアーツ同好会）

個　人
最優秀賞 「千葉県大網白里市山辺地区における講の現状」戸田武瑠（千葉・長生高2年）

優秀賞

「上三原田の歌舞伎舞台～上三原田の天才が造りだした日の本一の廻り舞台
～」嶋原瑠泉（群馬・東京農業大学第二高3年）

「学生のボランティアと運営参画から見た湘南ひらつか七夕まつりの継承」
石原深生（東京・渋谷教育学園渋谷高2年）

地域民話研究部門
団　体

最優秀賞 「松山平野南部の伝承調査～河童・大森彦七・落武者の里の謎を解く～」
（愛媛・松山北高　郷土研究部）

優秀賞 「和泉地区発・青葉の笛をつなぐ２～義平と おみつ 乱世に咲いた恋～」
（福井・大野高　JRC「結」）

個　人

最優秀賞 「駿河国富士郡入山瀬村の旧字の考察―旧字からみた入山瀬村―」渡邉正太郎
（静岡・富士高2年）

優秀賞 「伝説と信仰の里　松岡集落の阿黒王伝説～阿黒王は本当に悪者だったのか
～」佐々木ゆら（秋田・湯沢高3年）

学校活動部門

優秀賞 「伝統食「すこ」を未来へつなぐ～八つ頭芋茎をシン・ふるさと銘菓　スコー
ンに～」（福井・大野高　JRC「結」）

「入賞作品集」を制作中
今回のコンテスト入賞作品を掲載した

「全国高校生創作コンテスト入賞作品集」
「『地域の伝承文化に学ぶ』コンテスト入賞
作品集」を来年2月下旬に刊行の予定です。
両作品集はお一人様２部まで、無料配布い
たします。発送をご希望の場合は、希望部
数と送付先を下記までご連絡ください。
問高校生新聞社コンテスト事務局
　（☎042・724・2750）

高校生向けコンテスト

年末年始の事務休止
内 �12月24日㈫から令和7年1月4日㈯まで、渋谷・たま
プラーザの全事務室は閉室となります。同期間中は、
証明書自動発行機の利用もできません。授業開始は
1月6日㈪です。

令和7年度大学院春季入学試験
内 �国学院大学大学院博士前期課程および
同後期課程では、令和7年度春季入学試
験を実施します。日程の詳細は本学HP
（二次元コード）からご確認ください。
問大学院事務課（☎03・5466・0142）

令和7年度国内外派遣研究員
内 �国学院大学の令和7年度国内および国
外派遣研究員が決定しました。詳細は
本学HP（二次元コード）からご確認く
ださい。

問人事課（☎03・5466・0105）

大学入学試験に伴う入校制限
内 �令和7年度大学入学共通テストおよび本学一般選抜入学試験実施のため、会場となるキャンパスへの入校を

別表の通りに制限します。なお、該当期間は課外活動を行うことができません。

内内容�日日にち�時時間�場場所�対対象�定定員�料料金�申申し込み�問問い合わせ
…在学生 …保証人 …卒業生 …一般 …受験生インフォダイジェスト

キャリアサポート
※詳細確認・申し込みはK-SMAPYⅡから行ってください

内 �①これからの就職活動の進め方や考え方、この時期
の優良企業との出会い方、これからのサポートの活
用方法などをお伝えします。②ハローワークや専門
の人材紹介企業による求人紹介を行います。

日1月8日㈬①11時～11時45分②13時～16時10分
場①オンライン②渋谷キャンパス6号館地下1階
対4年生

大学からのお知らせ

日 時 立入制限区域など

1月17日㈮
入学試験準備日

終日 若木会館、百周年記念館（地下２階、４階）
16時10分以降 130周年記念5号館
19時30分以降 120周年記念1号館、120周年記念2号館

21時以降 3号館、総合学修館（6号館）

1月18日㈯・19日㈰ 終日 若木タワー、120周年記念1・2号館、3号館、130周年記念5号館、総合学修館（6号館）、
若木会館、百周年記念館（地下2階、4階）

※学術メディアセンター、百周年記念館（地下1階、1～3階）、国際交流センターは立入制限区域ではありません。
※1月17日㈮17時から19日㈰まで国際交流センターと院友会館の通用門は封鎖

日 時 立入制限区域など

A
日
程

2月1日㈯
入学試験準備日 14時以降

1・2・3・5号館、Sports Square1・3、若木21
2月2日㈰～4日㈫

入学試験当日 終日

B
日
程

3月1日㈯
入学試験準備日 14時以降

1・2・3・5号館、Sports Square1・3、若木21
3月2日㈰

入学試験当日 終日

❖大学入学共通テスト

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

日 時 立入制限区域など

A
日
程

2月1日㈯
入学試験準備日

終日 120周年記念1・2号館、3号館、130周年記念5号館、若木会館、百周年記念館（地下
2階、4階）

17時以降 総合学修館（6号館）
19時30分以降 学術メディアセンター

2月2日㈰～4日㈫
入学試験当日 終日 若木タワー、120周年記念1・2号館、3号館、130周年記念5号館、総合学修館（6号館）、

百周年記念館（地下2階、4階）、学術メディアセンター（博物館を除く）、若木会館

B
日
程

3月1日㈯
入学試験準備日

終日 120周年記念1・2号館、3号館、130周年記念5号館、若木会館、百周年記念館（地下
2階、4階）

17時以降 総合学修館（6号館）
19時30分以降 学術メディアセンター

3月2日㈰
入学試験当日 終日 若木タワー、120周年記念1・2号館、3号館、130周年記念5号館、総合学修館（6号館）、

百周年記念館（地下2階、4階）、学術メディアセンター（博物館を除く）、若木会館
※2月1日㈯17時～4日㈫、3月1日㈯17時～2日㈰：国際交流センターと院友会館の通用門は封鎖
※博物館の開館日は、博物館HPをご確認ください。

❖本学一般選抜入学試験

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

た
ま
プ
ラ
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パ
ス
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嶺
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高
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年
）

俳
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高
１
年
）
▼
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（
長
崎
・
長
崎
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年
）
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高
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年
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▼
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・

熊
本
高
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年
）
▼
西
森
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海
（
大

阪
・
関
西
大
学
第
一
高
２
年
）

【
審
査
員
＝
敬
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略
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村
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作

家
）
▼
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（
東
京
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立
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諭
）
▼
水
無
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（
詩
人
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本
学
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学
部
教
授
）
▼
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中
章

義（
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人
）▼
堀
本
裕
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俳
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）

▼
村
田
勝
利
（
高
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生
新
聞
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代

表
取
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役
社
長
）

主
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者
あ
い
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辞�（
要
旨
）

主
催
者
あ
い
さ
つ・祝
辞�（
要
旨
）
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大手町

鶴見
中継所

１区

２区

３区
４区

５区

６区

７区

８区

９区

10区

戸塚
中継所

平塚
中継所

小田原
中継所

芦ノ湖

箱根
芦ノ湖

令和7年1月2、3日に開催される第101回東京箱根間往復大学駅伝競走（箱根駅伝）に出場する全21チームのエントリー選手が12月10日、
関東学生陸上競技連盟から発表された。国学院大学陸上競技部のエントリー選手16人と大会への意気込みを紹介する。

陸上競技部 箱根駅伝 エントリー選手発表

往路 1月2日（木）
（大手町→箱根芦ノ湖）

復路 1月3日（金）
（箱根芦ノ湖→大手町）

10区
鶴見　　大手町→←

JR・京浜急行品川駅前

スタート・ゴール付近：大手町・国学院大学指定場所
●スタート　【大手町パークビルディング前】
●ゴール　【コレド日本橋前】

1区 7：50集合 8：20頃通過予定
10区 12：30集合 13：00頃通過予定

1区

9区
戸塚　　鶴見→←

京浜急行新子安駅前

2区

2区 8：45集合 9：15頃通過予定
9区 11：30集合 12：00頃通過予定

6区
箱根　　小田原→←

函嶺洞門

5区

5区 11：50集合 12：20頃通過予定
6区 8：20集合 8：50頃通過予定

7区
小田原　　平塚→←

JR国府津駅前

4区

4区 11：15集合 11：45頃通過予定
7区 8：50集合 9：20頃通過予定

8区
平塚　　戸塚→←

県道30号 タクトホーム株式会社 藤沢店付近

3区

3区 9：55集合 10：25頃通過予定
8区 9：50集合 10：20頃通過予定

エントリー選手
平林　清澄（経営4）
「歴史を変える挑戦」のス
ローガンのもと、他大学の
エースに勝ち切り、区間賞
を取る走りで箱根駅伝総合
優勝できるように全力で戦
います。

佐藤　快成（健体4）
箱根駅伝は中学生の頃か
らの目標でした。任された
区間で区間賞を取り、チー
ムの優勝に貢献できるよう
に強みの粘りの走りで頑張
ります。

青木　瑠郁（健体3）
次期エースとして、優勝
を決定づけるような区間
賞・区間新記録の走りを
し、このチームで大学三
大駅伝3冠を達成したいで
す。

後村　光星（健体2）
出雲駅伝、全日本大学駅
伝と登録メンバーには入っ
たものの当日出走すること
がかなわなかったので、箱
根駅伝ではチームに貢献で
きる走りをします。

飯國　新太（法1）
4年生を中心としたお世
話になった先輩方ととも
に、優勝するために自分が
できる最大限の走りをして
区間賞を狙って頑張りたい
です。

鶴　元太（史4）
これまでやってきた4年
間の集大成を出せる走りを
します。自分のベストを出
し、チームの総合優勝に向
け、貢献できる走りをしま
す。

上原　琉翔（健体3）
この1年間箱根駅伝総合
優勝を目標に頑張ってきま
した。大学三大駅伝ラスト
1戦、優勝できるように個
人としても区間新を狙って
頑張ります。

辻原　輝（史2）
箱根駅伝のコース上で生
まれ育った自分にとって、
箱根駅伝は最も思い入れの
強い大会。箱根で最高の走
りができるように1年間取
り組んできました。

岡村　享一（経営1）
前半シーズンにけがの影
響で試合に出られなかった
自分を支えてくれた家族や
監督、先輩方に走りで恩返
しができるように頑張りま
す。

中川　雄太（健体4）
最初で最後の箱根駅伝、
今までけがに悩まされ、悔
しい思いをしてきた気持ち
を力に変えて強気の走りで
チームの総合優勝に貢献し
ます。

嘉数　純平（健体3）
区間賞を取ってチームを
勢いづけられる走りをし、
ここまでやってきた練習の
成果が発揮できるように総
合優勝を目指して頑張りま
す。

野中　恒亨（健体2）
総合優勝を目標にここま
でやってきた自分たちの思
いを1本のたすきに込めて
走ります。攻めの走りで総
合優勝目指して頑張りま
す。

尾熊　迅斗（健体1）
箱根駅伝は自分にとって
今回初めてになるので、出
走がかなったら1年生らし
い積極的な走りをしてチー
ムの勝利に貢献したいで
す。

山本　歩夢（健体4）
この1年でメンタルと速

いペースで勝負が仕掛けら
れるように成長できたと思
います。区間賞の走りを見
せ、最後に笑って終えられ
るよう頑張ります。

高山　豪起（法3）
この1年でレースで勝ち

切ることができるようにな
りました。過去2年、思う
ような走りができなかった
ので、今回は優勝に貢献で
きる走りをします。

吉田　蔵之介（経2）
今年1年間はけがに苦し

み、なかなか思うように走
れない期間がありました。
その悔しさを箱根駅伝にぶ
つけ、区間賞を取りにいき
ます。

主　将

箱根駅伝の観戦・応援にあたっては、大会主催者が要望する次の「お願い」をご確認の上、
順守してください。最新の内容は主催者HPでご確認ください（二次元コード）。

以下の行為が確認された場合、以後の応援活動が全面的に禁止されるほか、次回以降の大会参加において
応援活動が制限される場合があります。
⃝�スタート地点、フィニッシュ地点、日本橋橋上、日本橋北詰交差点、京橋交差点付近、中継所の前後100m�
以内での校旗、部旗、大学名あるいは校章などを表示する横幕、小旗、のぼり等を掲出した場合。
⃝�沿道の公共物である電柱やガードレール、フェンス、街路樹等に横幕、旗、のぼり等をくくり付けた場合。
※小旗やのぼりの掲出は可能な限り控え、脚立、ラジコン・ドローン、自撮り棒は使用しないでください。

沿道での観戦・応援に関する注意事項

沿道での観戦・応援に関する禁止事項など（主催者HP・応援実施要項より抜粋）

国学院大学では現在、オンライン上
から陸上競技部のメンバーへ応援メッ
セージを直接投稿できる「メッセージ
募金」（寄付）を募集しております。ク
レジットカード決済によりワンコイ
ン（500円）から寄付が可能で、年間
2,000円を超える場合は税制上の優遇
措置が受けられます。匿名での申し込
みも可能ですので、箱根駅伝初優勝に
向けて奮闘する陸上競技部へのご支
援・ご声援よろしくお願いいたします。
※�メッセージ募金HP（二次元コード）
上の「寄付目的」欄を変更いただく
ことで陸上競技部以外
へのメッセージ募金・
寄付の申し込みも可能
となります。

問財務部経理課（☎03・5466・0115）

メッセージ募金のお願い

1面に関連記事
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